
  
 

 

 

  岩国市立麻里布中学校 魚谷 則子 

１ 本場面におけるポイント    

● 自分の過去・現在の夢について書き、その理由も考える。  

● 班になり、一人ひとりの夢を発表し、それに対して感想を書く。 

● 数人の生徒が、自分の夢を発表する。  

● 「私たちの道徳」P16～21 を読んで、夢に対する考え方を深める。 

２ 授業の実際 

１ 主題名（単元名・題材名） 「私の夢！過去・現在!!」 

２ ねらい 

   自分の夢や友達の夢に対する考え方を深めることができる。  

３ 展開 

（１）導入 担任の過去・現在の夢について話を聞く。 

                                         

 

 

□ 指導上の留意点・支援・「私たちの道徳」活用のポイント 

    自分の夢を語りすぎると時間が足りな  

くなるので、短時間で行う。                                

 

 

 

                                                        

 

（２）展開 自分の過去・現在の夢についてワークシートに書き、その理由も考 

える。 

教師：自分の夢について過去を振り返り、思い出しながらワークシートに書いてみ  

ましょう。どうして、その夢をもつようになったのかも書いてください。 

Ａ児：航空自衛隊に入りたい。理由は空から人を救うことと、飛行機を操縦した  

からです。 

Ｂ児：薬剤師です。理由は、病気で苦しんでいる人を助けてあげたいと思ったから

です。 

教師：班になって夢を一人ずつ発表してください。他の人の発表については、感想

をメモしてください。班長さんよろしくお願いします。 

Ｃ児：Ｏくん「大工」・・・幼稚園のころからずっと夢が変わっていなくてすごい

と思った。 

教師： 私の過去・現在の夢について話しましょう。 

Ａ児： 先生は夢を実現してすごいな。 

実践事例 中学校１年 

道徳の時間で活用する 

～希望と勇気、克己と強い意志～ 

「私たちの道徳」P16 



  
 

 

Ｄ児：Ｈさん「ドッグトレーナー」・・・人の役に立つ仕事になりたいという夢が

もてているところが良いと思った。 

教師：何人かの人に、自分の夢を発表してもらいましょう。  

（４～５人くらい発表させる） 

Ｅ児：幼稚園～小学校低学年の頃の私の夢はお花屋さんでした。→今の私の夢は薬

剤師です。 

Ｆ児：幼稚園～小学校低学年の頃の夢は警察官→ドッグトレーナー 

Ｇ児：幼稚園～小学校低学年の頃の夢は大工→プロサッカー選手 

Ｈ児：幼稚園～小学校低学年の頃の夢はケーキ屋→保育士が今の私の夢 

Ｉ児：小さい頃の夢はバレリーナ→インテリアコーディネーター  

□ 指導上の留意点・支援・「私たちの道徳」活用のポイント                        

    「夢」とは将来の職業に限定せず、「してみたいこと」でもよいことを告げる。 

    発表の際は恥ずかしがらず、その夢に自信をもたせるように支援する。  

 

（３）終末   「私たちの道徳」P16～21 を読んで、夢に対する考え方を深める。 

教師：自分の夢について考え、友達の夢やその理由を聞きましたがどうでしたか。 

Ａ児：みんないろいろな夢があってすてきだなと思いました。自分の将来やみんな

の将来がとても楽しみです。  

Ｂ児：過去と現在で同じ夢をもっている人もいたし、ちがう夢をもっている人もい

た。みんな具体的な夢をもっていてすごく良いと思った。 

□ 指導上の留意点・支援・「私たちの道徳」活用のポイント                             

    「私たちの道徳」P16 の朗読は、教師の朗読でも生徒でもどちらでもよい。  

    時間が足りなかった生徒については、後で完成させてから提出させる。               

 

３ 実践を振り返って    

    ※「私たちの道徳」を活用しての成果          

   進路と向き合うには、少し時間がある。過去になりたいと思っていたものが、だん

だん現実味を帯びた夢へと変化していき、自己の振り返りのみならず、級友の意見を

比較しながら聞くことで、一層膨らんだように思えた。  

  本校の一年生は、道徳や学活の中で、夢に関連した内容の学習をすることにより、

自己実現に向けた意識付けを行っている。  

 

 

                                                   


